
技 術 報 告

技
術
報
告

技
術
報
告

高速道路維持管理のためのGISを
用いたデータベースの構築
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1. はじめに
　高速道路の維持管理は管理延長が長い
ことに特徴がある。そのため、地盤変動
などが発生した場合は、その位置情報が
重要となる。また、地盤変状は、変状が
発生した周辺の面的な地形地質要因、環
境要因が影響するため、これらの面的な
情報を用いた要因分析が重要となる。さ
らに、それらのデータや分析結果は、位
置情報と共にデータベースとして蓄積し
ていくことがその後の維持管理では重要
となる。
　このようなデータベースの構築には GIS
システムが有効である。本論文では、GIS
システムを用いた地図データの現況を整
理し、それら一般的に入手可能な地理情
報でどのような分析が可能かを示す。ま
た、高速道路を対象として各種地理情報
の表示、処理例を示して GIS によるデー
タベースが高速道路の維持管理にどの程
度利用可能かについて検討した。

2. �一般に公開されている地図情報の実態
調査結果

　数多くの機関により国土の数値情報が
提供されている。国土の数値情報を維持
管理という観点から分類整理した結果を
表 -1 に示す。この結果から分かるように、
広域の情報に関しては、様々な分野での
デジタル化が進んでおり、データの入手
も比較的容易な環境が整ってきている。
表層地質に関しては、表－１に示したよ
うに 50m メッシ ュ 地 質 図、1/50,000 ～
1/200,000 表層地質図、土壌分類図、土壌
分類図などのデータを入手することがで
きる。既往のボーリング調査結果は、柱
状図として「Kunijiban」などのデータベー
スとして公開されており、地質情報の共
有化が進められている。

表－１　国土の数値情報の実態調査結果
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　したがって、広域の変状に対しては概
略の要因分析、事前の要因分析が比較的
容易に行える環境が整ってきたと言える。
しかし、個別の変状の原因分析に必要な
精度の地形図や地盤リスク情報、気象情
報は整備されていない状況にあり、表－
１のデータを利用した上で、維持管理の中
で行う詳細な地形データやボーリング調査
などを個別に追加していく必要がある。

3. �維持管理で収集整理される主な調査
データ

　地盤変動などに起因した変状の調査で
は、変状箇所周辺の地質分布、地質断面図、
地下水分布などの調査が行われ、地盤変
動の監視を行って安全を確保する場合も
ある。これらの情報は、データベースと
して蓄積しておき、新たな変状が発生し
た場合は、その変状発生箇所およびその
周辺で過去に行われた全ての調査結果を
収集分析することが、効率的に対策を検
討する上で重要となると考えられる。
　このようなことから、これまでに実施
されてきた調査データは、地図情報とリ
ンクさせてデータベースとして蓄積して
いくことが望ましい。

4. 高速道路を対象としたシステムの構築
　以下では、高速道路の維持管理を目的
として、地理情報システム（GIS）の構
築を検討した。ここでは、高速道路周辺
で収集可能な既往の地理データを調べ、
個別の調査結果などを追加して、どのよ
うな評価が可能かを調べた。なお、GIS
エンジンとして応用地質株式会社製の

「MAGIS」を使用した。
　GIS は地理情報を効率的に取り扱う
ツールであるが、どのようなデータを収
集整理し、活用するかはそれぞれの目的

に応じて詳細に設計する必要がある。高
速道路の維持管理を念頭において、検討
すべき事項と着目すべき点を図－１に示
した。図－１に示したように、検討は①
使用すべきデータ、②検索・閲覧方法、
③出力方法の３項目について行う必要が
ある。使用すべきデータは、地形地質に
関するものや高速道路などの施設の位置
関係に関するものがある。詳細は表－１
に示したとおりであるが、維持管理段階
ではより詳細な情報が必要となる。した
がって、既往の調査結果や新たな調査デー
タを適宜追加できることが重要となる。
検索・閲覧は、担当技術者が要因分析で
使用できるようにわかりやすい操作性が
求められる。
　データの検索結果は、速やかに対策検
討の資料に供する形で出力されることが
求められる。
　以上の観点でシステムを構築した事例
を図－２から図－５に示した。

図－１　GIS のシステム構築時
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５．あとがき
　ここで示した事例では、既往の調査デー
タを容易にデータベース化し、簡単な操
作で、知りたい箇所の調査結果に簡単に
アクセスするシステムを構築することが
できた。今後は、変状原因の分析を効率
的に行う手法を検討していくことが課題
である。

選択された箇所の
地質情報表示画面

対象箇所をクリックす
ると地質が選択される

図 - ２　速道路周辺の GIS データ（地形図）

図 - ３　表層地質図データの導入例

図 - ４　データベース機能の表示例（検索結果）

図 - ５　データベース機能の表示例（地下水位）
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